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岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・ケ
ア
学
会
会
報 

 
 
 

第
十
七
号  

 

平
成
二
十
八
年
九
月 

 

第
二
十
三
回
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・ケ
ア
学
会 

生
命
と
生
活
を
結
ぶ
地
域
社
会
の
創
造
に
向
け
て 

―
保
健
・
医
療
と
福
祉
・
介
護
を
つ
な
ぐ
連
携
の
あ
り
方
― 

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
一
日
（
月
・
祝
） 

岡
山
衛
生
会
館 

中
ホ
ー
ル 

第
一
・
二
会
議
室 

 

研
究
発
表
ト
ピ
ッ
ク
ス
① 

「
晴
れ
や
か
ネ
ッ
ト
拡
張
機
能
ケ
ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト 

『
や
ま
ぼ
う
し
』
に
よ
る
医
療
介
護
の
連
携
」 

高
梁
医
師
会 

仲
田 

永
造  

高
梁
医
師
会
は
高
梁
市
と
市
内
の
多
職
種
に
呼
び

掛
け
、
在
宅
医
療
連
携
に
取
り
組
む
べ
く
、
平
成
二

十
四
年
三
月
か
ら
在
宅
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
検
討
会

を
立
ち
上
げ
た
。
そ
し
て
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
二

十
七
年
度
の
三
年
間
、
高
梁
市
は
高
梁
医
師
会
と
協

力
し
て
岡
山
県
在
宅
医
療
連
携
拠
点
事
業
に
取
り
組

ん
だ
。
課
題
に
取
り
組
む
た
め
連
携
支
援
シ
ス
テ
ム

検
討
部
会
と
普
及
啓
発
事
業
検
討
部
会
を
設
置
し
た
。

連
携
支
援
シ
ス
テ
ム
検
討
部
会
で
は
、
切
れ
目
の
な

い
医
療
介
護
の
連
携
、
二
十
四
時
間
体
制
の
構
築
の

た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
う
シ
ス
テ
ム
の
検
討
と
入
退
院

支
援
ル
ー
ル
の
作
成
、
高
梁
版
情
報
共
有
書
の
活
用

を
す
す
め
ら
れ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
連
携
は
晴
れ
や
か
ネ

ッ
ト
拡
張
機
能
ケ
ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
使
う
こ
と
に

決
定
し
、『
や
ま
ぼ
う
し
』
と
愛
称
を
つ
け
た
。 

平
成
二
十
六
年
十
二
月
高
梁
市
役
所
保
険
課
を
事

務
局
と
し
、
市
内
の
医
療
介
護
十
七
施
設
三
十
一
人

で
仮
運
用
を
開
始
し
た
。
仮
運
用
で
は
、
同
意
書
は

医
師
が
と
り
、
最
初
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
の
権
限
付
与
は

事
務
局
か
ら
こ
の
医
師
に
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の

医
師
か
ら
患
者
さ
ん
の
医
療
介
護
に
直
接
携
わ
る
多

職
種
（
訪
問
看
護
師
・
薬
剤
師
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
・
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
）
に
権
限
付
与
が
さ
れ
て
、
在

宅
ケ
ア
チ
ー
ム
を
形
成
し
、
情
報
共
有
が
始
ま
る
。 

仮
運
用
が
有
用
と
評
価
さ
れ
、
平
成
二
十
七
年 

 
十
一
月
か
ら
参
加
者
が
拡
大
し
、
四
十
九
施
設 

 
 

百
三
十
三
人
で
第
二
次
仮
運
用
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。 

 

ケ
ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
情
報
閲
覧
画
面
に
は
医
師
、

看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
薬
剤
師
の
記
載
欄
が

あ
る
。
基
本
入
力
は
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｐ
の
形
式
（
図
１
）
で

な
さ
れ
、
訪
問
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
な
ど
の
予
定

表
（
図
２
）
も
作
成
で
き
る
。
ま
た
高
梁
版
情
報
共

有
書
は
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
で
作
成
す
る
。
こ
れ
ら
の
情
報

は
二
度
手
間
を
減
ら
す
た
め
、
ア
ッ
プ
す
る
前
に
印

刷
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

有
用
で
あ
っ
た
例
は
、
が
ん
の
緩
和
ケ
ア
、
要
介

護
四
、
五
の
高
齢
者
ケ
ア
、
糖
尿
病
の
ケ
ア
で
あ
っ

た
。
ま
た
褥
瘡
や
浮
腫
の
写
真
、
歩
き
方
・
食
べ 

    

     

          

    

     

図１ 図２ 
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方
・
話
し
方
な
ど
の
動
画
が
簡
単
に
ア
ッ
プ
で
き
る
。

言
葉
で
表
現
が
難
し
い
こ
と
を
、
視
覚
的
に
す
ぐ
に

理
解
で
き
、
有
用
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
全
市

で
使
え
る
よ
う
に
進
め
て
行
き
た
い
。 

高
梁
市
は
倉
敷
市
の
約
一･

五
倍
の
面
積
に
倉
敷
市

の
人
口
の
約
六
％
の
人
々
が
、
山
と
川
と
に
隔
て
ら

れ
て
暮
ら
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
中
山
間
と
で
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
情
報
共
有
は
、
時
間
と
距
離
の
差
を

感
じ
さ
せ
ず
、
人
と
人
と
の
心
の
絆
を
維
持
し
な
が

ら
、
医
療
介
護
の
連
携
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
る
。 

 研
究
発
表
ト
ピ
ッ
ク
ス
② 

「
家
族
以
外
に
支
え
ら
れ
た
看
取
り 

～
望
む
場
所
で
最
期
ま
で
生
き
る
～
」 

 

岡
山
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
協
会 

佐
山 

純
子 

 

在
宅
に
お
け
る
看
取
り
の
重
要
性
が
今
後
さ
ら
に

増
す
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
な
か
、
家
族
介
護
力
が
低

い
世
帯
や
身
寄
り
が
な
い
世
帯
の
生
活
支
援
の
問
題

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
、
子
宮
頸
が
ん
の
末
期
の
外
国
人
修
行
僧
が
、

修
行
僧
仲
間
に
支
え
ら
れ
自
分
の
希
望
し
て
い
た
場

所
で
最
期
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
事
例
を
経
験
し

ま
し
た
。
こ
の
中
で
家
族
以
外
の
支
援
者
で
も
、
ケ

ア
チ
ー
ム
（
か
か
り
つ
け
医
、
緩
和
ケ
ア
医
、
緩
和

ケ
ア
病
棟
ス
タ
ッ
フ
、
訪
問
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
、
福
祉
用
具
事
業
者
な
ど
）
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
中
で
看
取
り
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
し
た
。 

 

今
回
の
事
例
で
は
ケ
ア
チ
ー
ム
や
仲
間
が
関
わ
り

始
め
た
時
に
、
仲
間
と
面
談
の
機
会
を
も
ち
情
報
共

有
し
た
こ
と
に
よ
り
意
思
の
統
一
が
図
れ
、
安
全
に

自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
環
境
を
整
え
た
こ
と
で
本

人
の
希
望
し
た
場
所
で
の
生
活
へ
と
繋
が
り
ま
し
た
。 

 
 

                

日
頃
か
ら
、
か
か
り
つ
け
医
や
緩
和
ケ
ア
医
と
連
携

を
図
っ
て
い
た
こ
と
で
、
支
援
の
調
整
が
必
要
と
な

っ
た
時
に
は
在
宅
療
養
か
ら
緩
和
ケ
ア
病
棟
へ
の
ス

ム
ー
ズ
な
移
行
が
で
き
ま
し
た
。
入
院
中
に
再
評
価

し
、
今
後
の
見
通
し
が
立
っ
た
こ
と
で
、
本
人
は
周

囲
に
対
し
て
感
謝
す
る
よ
う
に
な
り
、
仲
間
と
の
関

係
性
が
再
構
築
で
き
、
そ
の
後
の
在
宅
療
養
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。 

 

終
末
期
か
ら
看
取
り
ま
で
は
、
療
養
の
お
世
話
や

状
態
が
変
化
す
る
こ
と
を
仲
間
に
伝
え
、
必
要
に
応

じ
て
二
十
四
時
間
相
談
を
受
け
た
こ
と
が
安
心
し
た

生
活
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
お
世
話
の
中
心
と
な
る

リ
ー
ダ
ー
が
、
本
人
と
仲
間
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
知

り
、
適
性
を
見
極
め
て
役
割
を
決
め
て
い
ま
し
た
。

お
世
話
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
要
因
と
し
て
、
リ

ー
ダ
ー
の
存
在
と
お
世
話
を
し
た
い
と
い
う
仲
間
が

大
勢
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

家
族
以
外
の
支
援
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
看
取

り
を
す
る
た
め
に
は
、
お
互
い
を
知
る
努
力
を
し
早

期
に
関
係
性
を
築
く
こ
と
。
後
方
支
援
病
院
と
の
連

携
。
相
談
し
や
す
い
関
係
と
共
に
、
支
援
者
が
安
心

し
て
そ
ば
に
居
ら
れ
る
環
境
。
同
じ
思
い
を
も
っ
た

支
援
者
と
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
調
整
役
が
必
要
だ
と

考
え
ま
す
。
今
回
の
学
び
を
多
職
種
で
共
有
し
、
家

族
以
外
の
支
援
者
で
も
地
域
で
看
取
り
が
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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◆
関
連
団
体
の
ご
紹
介 

介
護
福
祉
士
の
役
割
と
は 

 

一
般
社
団
法
人 

岡
山
県
介
護
福
祉
士
会  

一
般
社
団
法
人
岡
山
県
介
護
福
祉
士
会
は
、
国
家

資
格
「
介
護
福
祉
士
」
の
職
能
団
体
と
し
て
平
成
四

年
設
立
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
、
会
員
は
介
護
保
険

・
在
宅
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
介
護
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・

デ
イ
ケ
ア
）
・
病
院
・
心
身
障
害
関
係
施
設
の
介
護
職

と
し
て
、
ま
た
、
介
護
支
援
専
門
員
、
福
祉
関
係
教

育
機
関
の
教
員
等
多
種
多
様
な
職
場
で
働
い
て
お
り

ま
す
。
そ
の
役
割
も
「
心
身
の
状
況
に
応
じ
た
介
護
」

か
ら
、
「
人
の
生
き
方
や
生
活
に
か
か
わ
る
こ
と
で 

『
暮
ら
し
』
を
支
え
、
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
こ
と

を
本
人
と
共
に
実
践
す
る
」
と
変
化
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
福
祉
職
と
し
て
利
用
者
の
「
人
権
」
を
守
る

事
も
大
き
な
役
割
で
、
日
本
介
護
福
祉
士
会
の
倫
理

綱
領
で
は
第
一
に
人
権
擁
護
を
挙
げ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
は
社
会
状
況

の
変
化
と
と
も
に
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
お
り
ま
す
。 

昨
年
、
新
し
い
資
格
制
度
と
し
て
「
認
定
介
護
福
祉

士
認
証
・
認
定
機
構
」
が
日
本
介
護
福
祉
士
会
を
中

心
に
設
立
さ
れ
、
上
級
資
格
と
し
て
の
「
認
定
介
護

福
祉
士
」
が
い
よ
い
よ
養
成
す
る
準
備
が
整
い
、
以 

 

下
の
役
割
が
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
１
）
介
護
職
チ
ー
ム
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
さ

せ
る
役
割 

（
２
）
地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進
す
る
為
他
職
種
と
の

連
携
・
共
同
を
図
る
役
割 

（
３
）
地
域
の
介
護
力
の
向
上
を
図
る
役
割 

養
成
研
修
は
１
類
・
２
類
と
分
か
れ
、
講
義
・
演
習

を
含
め
六
百
時
間
を
要
し
ま
す
。
一
部
通
信
教
育
も

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
対
人
援
助
職
で
す

か
ら
演
習
が
多
く
の
時
間
を
占
め
て
い
ま
す
。
実
際

の
認
定
介
護
福
祉
士
の
活
躍
ま
で
に
は
、
年
数
が
か

か
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
後
の
介
護
福
祉
の
現
場

・
地
域
社
会
で
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
岡
山
介
護
福
祉
士
会
の
活
動
を
少
し
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。
会
員
の
代
表
が
研
修
・
広
報
・
調

査
研
究
・
技
術
指
導
の
委
員
会
に
所
属
し
、
そ
れ
ぞ

れ
活
動
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
「
十
一
月
十
一
日 

介
護
の
日
」
の
広
報
活
動
と
し
て
介
護
福
祉
士
養
成

校
と
共
に
「
介
護
フ
ェ
ア
」
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
年
二
月
に
は
、
は
じ
め
て
「
お
か
や
ま
介
護

グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
開
催
し
介
護
技
術
を
競
い
ま
し
た
。

本
年
度
も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
様
も
参

加
し
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
・
・
・ 

「
介
護
」
を
肌
で
感
じ
て
く
だ
さ
い
。 
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◆
研
修
会
の
予
定 

 

◎
平
成
二
十
八
年
九
月
十
七
日
（
土
） 

十
三
時
三
〇
分
～
十
五
時
〇
〇
分 

岡
山
県
医
師
会
館 

四
階 

第
一
会
議
室 

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
講
座 

―
熊
本
地
震
と
救
急
医
療 

・
認
知
症
対
策
等
に
つ
い
て
― 

 

「
熊
本
地
震 

何
が
起
こ
り
、
何
を
行
っ
た
か
！ 

 

―co
m

m
a

n
d

 a
n

d
 co

n
tro

l

の
必
要
性
―
」 

講
師 熊

本
市
民
病
院
神
経
内
科
・
地
域
医
療
連
携
部 

 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部 

首
席
診
療
部
長 

 

橋
本 

洋
一
郎 

先
生 

 

「
熊
本
地
震
に
お
け
る
日
本
栄
養
士
会
災
害
支
援 

チ
ー
ム
（
Ｊ
Ｄ
Ａ
―
Ｄ
Ａ
Ｔ
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

活
動
報
告
」 

講
師 

 

岡
山
県
栄
養
士
会
理
事 

地
域
活
動
事
業
部
部
長 

 

日
本
栄
養
士
会
災
害
支
援
チ
ー
ム 

（
Ｊ
Ｄ
Ａ-

Ｄ
Ａ
Ｔ
）
リ
ー
ダ
ー 

細
川 

良
子 

氏 

 

   

 

◎
平
成
二
十
八
年
十
一
月
五
日
（
土
） 

 
 

認
知
症
研
修
会 

◎
平
成
二
十
八
年
十
二
月
三
日
（
土
） 

 
 
 

岡
山
県
内
科
医
会
合
同
研
修
会 

◎
平
成
二
十
九
年
一
月
十
四
日
（
土
） 

 
 

実
践
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

◎
平
成
二
十
九
年
二
月
十
八
日
（
土
） 

 
 

岡
山
県
医
師
会
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
部
会 

合
同
研
修
会  

※
詳
細
は
追
っ
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す 

 

◆
入
会
の
ご
案
内 
 

★
申
込
書
は
、
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
。 

h
ttp

://
www

.p-
car

e-
oka

yam
a.c

om/ 

 

編
集
後
記 

今
年
の
夏
は
猛
暑
が
続
き
、
身
体
も
心
も
参
っ
て
い

ま
し
た
が
、
五
輪
ア
ス
リ
ー
ト
の
奮
闘
に
感
動
と
と
も

に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

大
き
な
こ
と
を
成
し
遂
げ
る
に
は
、
日
々
の
積
み
重

ね
と
周
囲
の
人
の
協
力
と
支
え
の
重
要
さ
を
あ
ら
た
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
期
待
し
暑
い
夏
を
乗
り
切
り

た
い
で
す
ね
。 
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